
　自分にとって「真（本当）」の人生を歩んで
ほしいという思いから、曽祖父から「眞」の字
をもらい名前につけた仲良し兄弟。悠眞くん
は、明るいムードメーカーで保育園でも家でも
おしゃべりが大好きです。苦手なピーマンやホ
ウレンソウを食べられるように現在挑戦中で
す。まだおしゃべりできない眞輝くんですが、
保育園から帰ってきた悠眞くんが名前を呼ぶと
ニコニコ笑顔になります。悠眞くんの今の楽し
みは、大きくなった眞輝くんといっぱい遊ぶこ
とです！

　メイちゃんを飼い始めたきっかけは、「今治
の保健所に連れて行かれてしまう生後２か月の
猫がいますがどうですか？」と、知人から連絡
がきたことです。飼い始めは、毛が真っ白だっ
たので、名前は 「シロ」にしようとしましたが、
５月生まれだったので 「メイ」にしました。気性
が激しいですが、寂しがりやで甘えん坊な一
面も。ブラッシングで毎朝キレイにしてもらうの
が大好きです。家族の大切な一員であり、三
女として可愛がられています。

我が家の三女
猫の名前：メイちゃん（３歳半）
飼い主 ：下村 正幸さん
　　　　     下村 由里さん

「美味しい！」の笑顔が嬉しい
植田 鈴子さん

　岡豊町で「ごはん処　滝本」を経営している植田
さん。毎月１回「モーニングサロン」に参加していたと
ころ、「毎日みんなが集まれる場所が欲しい」と始めた
のがきっかけです。「無農薬の旬な食材を味わっても
らいたい」と、野菜や果物はご自宅の畑で育てたもの
や近所の方に頂いた新鮮なものを使用。味噌や醤油
も手作りしています。「美味しいと言って食べてくれる
のが１番嬉しい。自分が好きでやっているからしーよ
い！ 」と、終始笑顔で話してくれました。

岡豊支所管内より

久礼田支
所管内よ

り

大杉
支所
管内
より

弟と遊ぶのが待ち遠しい！
長男：川村 悠眞くん　（４）
次男：川村 眞輝くん　（５カ月）

　「田舎で子どもを育てたい」と、高知にＵターンして
農業を始めました。主な作物はトマト。大豊町のトマト
生産者同士で「大豊トマト」という任意団体を作り、
定期的に勉強会に参加しています。「自然の中で土や
野菜に触れ、体を動かすことで気持ちよく仕事ができ
る」と農業の魅力を話してくれました。現在、立川そ
ば作りを勉強しており、道の駅などに納品しています。
将来は自分の作ったトマトを使った料理を作ったり、ト
マトの栽培技術を高めたいそうです。

勉強熱心なトマト農家さん
猪野 大助さん

大杉支所管内より

い  の    だいすけ

三和支所管内より

　折り紙歴15年、手芸歴６年の中澤さんは手先がと
ても器用です。ご自宅や支所には、ＪＡの折り紙教室
で作った折り紙や手芸品がたくさん飾られています。
最近はまっているのは、本屋で見つけた「ハワイアン
キルト」。ベットカバーやクッションカバーなどを、手
が空いた時に少しずつ進めています。また、春雄さん
と立ち上げたメンバーで週２回グランドゴルフをしたり、
高知大学の学生とワークショップを行うなどご夫婦で
積極的に活動しています。

うえ  た   れい こ

ハワイアンキルトがマイブーム
中澤 春雄さん
中澤 三和さん

なかざわ はる  お

しも むら  まさ ゆき

かわむら ゆう  ま

かわむら  なお  き

しも むら  ゆ   り

なか ざわ  み   わ
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南国市地域

南国市地域

れいほく地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

原木シイタケの駒打ち体験

冬の風物詩　干しダイコン

　

南
国
市
の
冬
の
風
物
詩
、
漬
物
用
ダ

イ
コ
ン
干
し
が
同
市
上
野
田
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
生
産
は
Ｊ
Ａ
高
知
県
が
出
資

す
る
（
株
）
南
国
ス
タ
イ
ル
で
、
た
く

あ
ん
な
ど
の
漬
物
用
と
し
て
県
内
の
漬

物
会
社
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
1.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
。
品

種
は
「
新
八
州
」
で
、
12
月
下
旬
か
ら

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ

て
収
量
は
減
っ
た
も
の
の
上
出
来
な
仕

上
が
り
で
す
。

　

作
業
は
、
ダ
イ
コ
ン
を
引
き
抜
い
て

２
本
の
葉
を
藁
で
結
束
し
た
後
、
洗
い

機
で
泥
を
落
と
し
ま
す
。
竹
と
木
材
で

組
み
上
げ
た
干
し
台
「
は
で
木
」
に
ぶ

ら
下
げ
、
２
〜
３
週
間
天
日
干
し
し
ま

す
。
寒
風
に
さ
ら
す
こ
と
で
、
余
分
な

水
分
が
抜
け
て
甘
み
が
増
し
ま
す
。

　

同
地
区
は
１
９
７
０
年
頃
に
漬
物
用

ダ
イ
コ
ン
の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
が
、

年
々
生
産
者
が
減
少
。
最
後
の
１
戸
に

な
り
、
生
産
者
が
中
止
を
検
討
し
て
い

た
中
、
同
法
人
が
「
地
域
の
伝
統
を
残

し
た
い
」
と
７
年
前
か
ら
生
産
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。

　
（
株
）
南
国
ス
タ
イ
ル
の
中
村
専
務

は
「
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
12
月
末
か

ら
引
き
始
め
た
も
の
の
、
大
き
い
大
根

が
収
穫
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

青
壮
年
部
れ
い
ほ
く
本
部
本
山
支

部
は
１
月
17
日
、
本
山
町
立
本
山
保
育

所
の
園
児
19
人
を
対
象
に
原
木
シ
イ

タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
を
開
き
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
や
農
業
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
お
う
と
始
め
、
今
年
で
29
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

同
町
は
、
年
間
約
20
ト
ン
の
シ
イ
タ

ケ
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
は
、

圃
場
主
の
畠
山
さ
ん
が
保
育
園
か
ら
依

頼
を
受
け
て
、
毎
年
同
青
壮
年
部
と
合

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

原
木
は
シ
デ
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
３

種
類
で
、
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
原
木
に

約
10
ヵ
所
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。
園
児

は
、
金
づ
ち
を
持
っ
て
「
ト
ン
ト
ン
」

響
か
せ
な
が
ら
、
約
１
時
間
か
け
て
原

木
２
５
０
本
に
シ
イ
タ
ケ
の
菌
が
つ

い
た
種
駒
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
原
木

は
園
児
が
１
本
ず
つ
持
ち
帰
り
、
陽
の

当
た
ら
な
い
暗
い
場
所
で
保
管
す
る

と
、
２
年
後
の
11
月
頃
に
収
穫
で
き
る

そ
う
で
す
。

　

畠
山
さ
ん
は
「
シ
イ
タ
ケ
の
成
長
過

程
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
大
人
に
な
っ
て

か
ら
や
り
た
い
と
思
う
子
が
い
た
ら
嬉

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、
シ
イ
タ
ケ
と
土
佐
あ
か

う
し
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

今年初の競り開催

　

嶺
北
畜
産
協
会
は
１
月
25
日
、
土
佐

町
の
嶺
北
家
畜
市
場
で
今
年
初
の
定

例
市
を
開
き
ま
し
た
。
土
佐
あ
か
う
し

褐
毛
和
種
70
頭
、
黒
毛
和
種
12
頭
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
４
頭
の
計
86
頭
が
上
場
。

生
産
者
や
県
内
外
の
購
買
者
、 

Ｊ
Ａ
や

行
政
担
当
者
ら
が
初
市
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

競
り
開
始
前
に
は
、
一
般
社
団
法
人

嶺
北
畜
産
協
会
の
西
村
理
事
長
よ
り

挨
拶
。
最
高
値
は
褐
毛
和
種
の
去
成
牛

（
日
齢
２
４
３
日
、
体
重
２
９
１
キ
ロ
）

で
、
70
万
円
の
値
を
付
け
ま
し
た
。
購

買
者
ら
は
、
入
場
す
る
牛
の
血
統
や
生

育
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
目
当
て
の

牛
を
せ
り
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

南国のおきゃく

　

女
性
部
南
国
市
地
区
は
１
月
24
日
、
グ

レ
ー
ス
浜
す
し
で
「
第
11
回
南
国
の
お

き
ゃ
く
」
を
開
催
。
女
性
部
員
を
は
じ

め
、 

Ｊ
Ａ
役
職
員
や
関
係
機
関
か
ら
約
２

６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
支
所
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
自
慢

の
料
理
を
紹
介
。「
イ
ノ
シ
シ
の
田
舎
煮
」

や
「
タ
ケ
ノ
コ
寿
司
」、「
コ
ナ
ス
の
た
た

き
」
な
ど
計
30
品
が
並
び
、
参
加
者
全
員

で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
き
ゃ
く
の
最
中
に
は
、
支
部
対
抗
の

ビ
ー
ル
早
飲
み
対
決
や
く
じ
引
き
を
開

催
。
最
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
よ
る

「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」
の
曲
に
合
わ
せ
て

み
ん
な
で
踊
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

園
芸
部
は
１
月
10
日
、
南
国
中

央
・
南
国
南
部
集
出
荷
場
で
新
年

の
お
祓
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
お

祓
い
は
、
毎
年
新
年
を
迎
え
た
こ

の
時
期
に
、
今
年
の
園
芸
品
出
荷

の
無
事
を
祈
る
た
め
に
行
っ
て
い

ま
す
。
園
芸
部
役
員
や
出
荷
場
の

従
業
員
、 

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
参
加
。

神
事
に
よ
る
お
祓
い
を
受
け
、
１

年
間
事
故
な
ど
が
な
く
、
園
芸
品

の
売
り
上
げ
が
向
上
す
る
よ
う
に

と
全
員
で
祈
願
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
・
２
日
の
両
日
、
高

知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
「
高
知
の
や
さ
い
・
く
だ
も

の
・
花
フ
ェ
ス
タ
」
に
れ
い
ほ
く

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
と
南
国
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
の
販
売
課
が
参
加

し
ま
し
た
。
れ
い
ほ
く
は
米
粉

ラ
ー
メ
ン
や
、
焼
き
Ｂ
麺
（
米
粉

麺
を
使
っ
た
焼
き
そ
ば
）、
土
佐
あ

か
う
し
の
牛
串
を
販
売
。
南
国
は

焼
肉
の
た
れ
、
ピ
リ
シ
ャ
キ
漬
け
、

葉
ニ
ン
ニ
ク
の
塩
焼
き
そ
ば
の
試

食
と
販
売
し
、
多
く
の
来
場
者
が

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

出荷場で新年のお祓いやさい・くだもの・花フェスタ

初せりを見守る購買者ら女性部自慢の料理を前に笑顔の参加者ら

祈願する園芸部員られいほくの特産品を販売する職員らPR

洗い機に通して泥を落とす作業員ら

れいほく地域

南国市地域れいほく地域

駒打ちを体験する園児ら
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○
換
気
の
ポ
イ
ン
ト

　

オ
ク
ラ
の
生
育
適
温
は
25
℃
〜
30
℃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
温
度

は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
事
が
あ
り
ま
す

が
、
湿
度
が
高
い
た
め
焼
け
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
状
態
に
し
て

お
く
と
軟
弱
徒
長
や
着
花
不
良
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
適
宜
換
気
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
換
気
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
本

葉
が
1.5
枚
程
度
の
頃
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

換
気
を
行
う
時
は
少
し
ず
つ
行
い
ま
す
。
天

候
を
見
な
が
ら
、
３
〜
５
日
間
隔
を
目
安
に

換
気
穴
を
大
き
く
し
て
い
き
、
徐
々
に
外
気

に
慣
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
育
の
ム
ラ
等
で
播
き
直
し
た
場
合
は
、

生
育
の
良
い
と
こ
ろ
か
ら
穴
を
開
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
初
め
か
ら
大
き
な
穴
を

開
け
て
し
ま
う
と
、
急
激
な
乾
燥
に
よ
っ
て

葉
が
脱
水
症
状
に
な
っ
て
し
ま
い
、
枯
れ
落

ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
ト
ン
ネ
ル
換
気
の
手
順
（
例
）

①
一つ
と
ば
し
に
直
径
８
〜
12
㎝
程
度
の
穴
を

　

開
け
ま
す
。

②
換
気
穴
を
直
径
15
〜
20
㎝
程
度
に
大
き

　

く
し
ま
す
。

③
す
べ
て
に
直
径
15
〜
20
㎝
程
度
の
穴
を
開

　

け
ま
す
。

④
徐
々
に
穴
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
ト

　

ン
ネ
ル
内
が
高
温
に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

　

両
サ
イ
ド
を
開
放
し
、
風
通
し
を
良
く

　

し
ま
す
。

⑤
換
気
穴
は
風
が
直
接
あ
た
る
の
を
避
け
る

　

た
め
、
オ
ク
ラ
の
葉
よ
り
下
に
な
ら
な
い

　

よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
サ
イ
ド
を
残

　

す
と
畦
際
に

　

生
え
る
雑
草

　

に
除
草
剤
を

　

散
布
し
や
す

　

く
な
り
ま
す
。

○ 

ト
ン
ネ
ル
除
去
に
つ
い
て

　

オ
ク
ラ
を
外
気
に
慣
ら
し
な
が
ら
、
５
月
上

旬
の
風
の
な
い
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
強
い
風

に
よ
り
倒
伏
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
除
草

　

４
月
中
旬
頃
、
温
か
い
日
を
選
ん
で
ト
ン

ネ
ル
を
一
部
ず
つ
め
く
り
な
が
ら
除
草
を
行

い
ま
す
。
雑
草
は
小
さ
い
う
ち
に
手
で
抜
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５施

設
野
菜
の

腐
敗
果
に
つ
い
て

れいほく地域より れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

果菜類の定植、定植後の
管理について
　定植前後の管理の良し悪しはその後の収量に直結するため、管理のポイントをしっかりおさえておきましょう。

　定植の１か月前に、堆肥や苦土石灰を施用し耕運します。元肥は定植の10日前までに施用し、畝立て整地を行いま
す。定植の２～３日前までに植え穴を掘り、十分にかん水しておきましょう。

●ほ場準備

施用量（１aあたり）堆肥200kg、苦土石灰20kg、れいほく八菜１号（７-５-５）30kg
※慣行の施用量です。作付け前は土壌分析を行い、適正な施肥管理を心掛けましょう。

ポイント

　発根を促進するために、活着（わき芽が伸びてくる状態）までは、手かん水を行います。また、かん水は午前中に行
い、生育状況、天候に応じてかん水量やかん水間隔を調整します。

●かん水管理

苗が活着するまでは、優しい水圧でかん水しましょう。この時期に苗元を傷めると、活着不良を起こしてしまいます。ポイント

　本支柱立ては、苗を傷めないよう、定植前に行います。定植時は、苗が風で倒れないように仮支柱を立て、８の字に
ゆるくひもをかけて、支柱側で結びます。  
　定植後、第１分枝下のわき芽は、晴天日を見はからって早めに除去します。活着後は、主枝が垂れ下がらないうちに
主枝を決め、誘引ひもに絡ませて誘引を行います。

●整枝・誘引

　収穫始め頃から、樹勢を見ながら追肥を開始します。液肥で１回当たり１～２ℓ/aを目安にしましょう。
●追肥

　苗を定植する日は、なるべく風のない晴れた日を選びます。
植え穴に苗を置き、土をかぶせたら軽く押さえます。

●定植

根鉢が畦よりやや高くなるよう、浅めに植えましょう。
深植えすると苗元に水が溜まりやすく、病気の発症に繋がります。

ポイント

お問合せ先：グリーンとさ（土佐町土居284-１）　（TEL：0887－82－2807）

オススメ
商品紹介

南国営農経済センター
営農指導課
竹内　啓

南国営農経済センター
営農指導課
小松　寛明

ト
ン
ネ
ル
オ
ク
ラ
の

換
気
に
つ
い
て

　

春
に
な
る
と
、
日
照
時
間
が
長
く
な
り
ハ

ウ
ス
内
の
温
度
湿
度
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
腐
敗
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
る
リ
ゾ
ッ
プ
ス
菌
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

○
腐
敗
果
の
特
徴

　

収
穫
後
の
果
実
に
発
生
し
ま
す
。
果
柄

の
切
り
口
か
ら
水
浸
状
に
腐
敗
し
、
そ
の

後
、
が
く
・
果
肉
の
順
に
腐
敗
し
ま
す
が
、

果
皮
は
腐
敗
し
ま
せ
ん
。
表
面
は
ク
モ
の
巣

状
の
カ
ビ
に
覆
わ
れ
、
そ
こ
に
多
数
の
黒
粉

を
生
じ
ま
す
。

○
病
原
菌
（
リ
ゾ
ッ
プ
ス
菌
）
の
特
徴

　

糸
状
菌
の
一
種
で
接
合
菌
類
に
属
し
ま

す
。
生
育
適
温
は
20
〜
30
℃
で
、
最
適
温

度
は
25
℃
前
後
で
す
。
腐
生
性
が
強
く
、

圃
場
内
の
植
物
残
な
ど
で
増
殖
し
、
そ
こ
に

生
じ
た
胞
子
の
飛
散
に
よ
っ
て
果
柄
の
切
り

口
か
ら
感
染
・
発
病
し
ま
す
。
発
病
適
温
は

25
〜
30
℃
、
湿
度
１
０
０
％
で
発
病
し
や
す

く
、
春
先
の
降
雨
後
に
収
穫
し
た
果
実
で
の

発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
病
状
の
進
展
が

き
わ
め
て
早
い
た
め
、
発
病
し
た
も
の
の
治

癒
は
困
難
で
す
。
植
物
体
は
軟
弱
徒
長
を

避
け
、
果
実
や
イ
モ
は
表
面
を
傷
つ
け
な
い

と
と
も
に
、
ヘ
タ
や
皮
目
な
ど
か
ら
も
侵
入

す
る
の
で
、
発
病
し
た
も
の
は
早
期
に
除
去

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
　

○
対
策

・
整
枝
・
摘
葉
に
よ
り
、
通
気
性
・
採
光

　

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
収
穫
後
の
果
実
は
、
直
ち
に
ハ
ウ
ス
外
の
日

　

陰
に
出
し
て
果
柄
を
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
湿
状
態
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
換
気
を
積

　

極
的
に
行
い
、
過
潅
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
摘
果
し
た
不
良
果
・
整
枝
屑
の
枝
葉
・

　

お
や
つ
の
果
皮
等
は
、
菌
の
温
床
に
な
る

　
の
で
こ
ま
め
に
圃
場
外
に
持
ち
出
す
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
爪
採
り
を
し
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
収
穫
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
普
段
か
ら
樹
勢
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
夕
方
の
閉
め
こ
み
後
の
温
度
上
昇
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

リゾップス菌におかされた
シシトウの果

・内容量…40L　・製造元…土佐町堆肥センタ―

土のともだち「たいひくん」

　堆肥は土壌改良、土づくりを目的に使用されます。“たいひくん”を使って、

作物にとって育ちやすいフカフカな土づくりを始めてみませんか？




